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★　「市報」よりも「市議会だより」よりも、行政・議会の裏表がよくわかる東村山市民の「からくち新聞」

東村山を変える

超党派議員連盟による

議会報告会の
お知らせ

８月13日（土） 

10時〜

市民センター
（第1〜第3会議室）

日時

場所

　

最
近
、
東
村
山
市
や
近
隣
市
で
よ
く

行
わ
れ
て
い
る
「
ペ
イ
ペ
イ
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。

　

こ
れ
は
、
ペ
イ
ペ
イ
株
式
会
社
と
い

う
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
会
社
が
自

社
で
行
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
実

は
自
治
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
税
金
か

ら
巨
額
の
事
業
費
を
支
出
し
て
行
っ
て

い
る
も
の
も
多
い
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、東
村
山
市
で
も
、市
が
主

体
と
な
り
、
市
内
で
支
払
い
を
す
る
時

に
、
ペ
イ
ペ
イ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
利
用
す
る
と
、

上
限
額
は
あ
る
も
の

の
、
利
用
額
の
20
～

30
％
が
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
戻
っ
て
く
る
と

い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
還
元
さ
れ
る
ポ
イ

ン
ト
の
金
額
は
全
て

税
金
か
ら
支
払
わ
れ

て
い
る
の
だ
。

　

東
村
山
市
議
会
６
月
定
例
会
の
補
正

予
算
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高

騰
対
策
」
と
し
て
交
付
さ
れ
る
国
か
ら

の
予
算
を
、
今
年
10
月
～
12
月
の
３
か

月
間
、ペ
イ
ペ
イ
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
す
る
と
30
％
が
ポ
イ
ン
ト
還
元
さ
れ

る
と
い
う
「
ペ
イ
ペ
イ
ポ
イ
ン
ト
還
元

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
２
億
５
０
０
０
万

円
も
計
上
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
対
策
交
付
金
を
使
っ

て
の
ペ
イ
ペ
イ
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
は
す
で
に
３
億
１
６
０
０
万
円
の

公
費
を
投
入
し
て
３

回
行
っ
て
お
り
、
今
回

で
４
回
目
、
何
と
合
計

５
億
６
０
０
０
万
円
以

上
の
税
金
が
つ
ぎ
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
ペ
イ
ペ

イ
と
い
う
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム

が
使
え
る
市
内
の
事

業
者
は
半
分
以
下
。

ま
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

し
か
使
え
な
い
の
で
、
一
般
的

な
携
帯
電
話
（
ガ
ラ
ケ
ー
）
で

は
利
用
で
き
な
い
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
て
使
い
こ

な
せ
る
人
し
か
利
用
で
き
な
い

た
め
、
生
活
費
節
約
の
た
め
に

普
通
の
携
帯
電
話
を
使
っ
て
い

る
人
は
無
視
さ
れ
る
事
業
だ
。

　

こ
の
２
億
５
０
０
０
万
円
の
う
ち
、

自
治
体
側
か
ら
手
数
料
と
し
て
約

９
０
０
万
円
、
登
録
し
て
い
る
事
業
者

か
ら
売
り
上
げ
の
１・
６
０
％
ま
た
は

１・
９
８
％
（
税
別
）
の
手
数
料
が
ペ

イ
ペ
イ
株
式
会
社
に
支
払
わ
れ
る
。

　

行
政
側
は
ペ
イ
ペ
イ
利
用
の
た
め

の
講
習
会
ま
で
行
う
と
し
て
お
り
、
ペ

イ
ペ
イ
株
式
会
社
は
、行
政
側
と
市
内

事
業
者
か
ら
手
数
料
が
入
る
だ
け
で

な
く
、
行
政
が
公
費
で
ペ
イ
ペ
イ
の
大

宣
伝
を
し
、
利
用
者
ま
で
増
や
し
て
く

れ
る
の
だ
か
ら
笑
い
が
止
ま
ら
な
い
。

　

特
定
の
企
業
に
大
き
な
利
益
を
も

た
ら
す
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、市
民
の
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
、
２
億
５
０
０
０
万
円
も
の
税

金
を
投
じ
な
が
ら
、
ス
マ
ホ
を
持
た
な

い
低
所
得
者
や
年
金
生
活
を
し
て
い

る
高
齢
者
な
ど
は
取
り
残
さ
れ
て
し

ま
う
事
業
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
は

大
い
に
疑
問
だ
。

市
内
業
者
の

登
録
は
半
分
以
下

こ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
の
物
価
高
騰
対
策
な
の
？

こ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
の
物
価
高
騰
対
策
な
の
？

ペ
イ
ペ
イ
事
業
に

ペ
イ
ペ
イ
事
業
に

２
億
５
千
万
円

２
億
５
千
万
円
も
の
も
の
支
出
！

支
出
！

ペイペイ（株）は
笑いが止まらない

昨年のキャンペーンポスター

　

２
０
１
８
年
の
「
憩
い
の
家
」
の

業
務
委
託
料
の
予
算
審
議
で
は
、
運
営

業
務
を
受
託
し
て
い
た
事
業
者
が
、
契

約
上
の
安
全
管
理
を
怠
り
、
防
火
管
理
者

す
ら
設
置
し
て
お
ら
ず
、
市
長
は
消
防
署

の
立
入
調
査
で
こ
の
こ
と
を
指
摘
さ
れ

て
い
た
こ
と
や
、
市
側
も
本
来
契
約
業
務

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の

検
査
を
全
く
行
っ
て
い
な
か
っ
た
事
も

判
明
し
、
こ
の
年
の
当
該
予
算
は
撤
回
さ

れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
憩
い
の
家
の
入
札
に
お
い

て
は
、受
託
事
業
者（
落
札
事
業
者
）が
、

市
の
予
算
を
決
め
る
前
に
毎
年
市
に
提

出
し
て
い
た「
参
考
見
積
書
」が
、１
円
違

わ
ず
入
札
予
定
価
格
に
設
定
さ
れ
、
当
事

業
者
が
99
％
以
上
の
落
札
率
で
落
札
す

る
、
と
い
う
こ
と
が
何
年
も
繰
り
返
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
者
は
、
退
任
し
た
公
明
党
市
議
の
就
職

先
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
所
に
は
公
明
党

の
谷
村
都
議
の
ポ
ス
タ
ー
が
常
に
貼
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
件
の
後
、
行
政
側
は
入
札
業

務
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
適
正
化
を
図
っ

た
と
答
弁
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月

議
会
で
、
私
が
入
札
の
現
状
を
質
す

と
、
昨
年
度
の
入
札
２
０
６
件
中
、
応
札

業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
っ
て
い
た
件

数
は
97
件
、
落
札
率
に
つ
い
て
は
、「
憩

い
の
家
」
問
題
以
前
の
２
０
１
７
年
度

は
落
札
率
95
％
以
上
が
４
７・
４
％
（
う

ち
落
札
率
１
０
０
％
が
14
件
６・
６
％
）

で
あ
っ
た
も
の
が
、
昨
年
度
は
落
札
率

95
％
以
上
３
７・
５
％
（
う
ち
落
札
率

１
０
０
％
が
６
件
３・
１
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

落
札
率
だ
け
で
入
札
の
適
正
性
を
判

断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
全
国
市

民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会
議
で
は
、
過
去

の
談
合
訴
訟
や
、
公
正
取
引
委
員
会
の
審

判
、
さ
ら
に
全
国
落
札
率
調
査
を
ふ
ま

え
、
落
札
率
95
％
以
上
を
「
談
合
の
疑
い

が
き
わ
め
て
強
い
」と
し
て
い
ま
す
。

　

入
札
予
定
価
格
は
「
非
公
表
」
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
各
事
業
ご
と
の
分
析
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
血
税
に
よ
る
事
業
費
な

の
で
す
か
ら
、
公
平
か
つ
適
正
な
入
札
と

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
市
民
の
監
視
が

重
要
で
す
。

インサイド
リポート

朝木直子

東
村
山
市
の
入
札
は
公
正
な
の
か
？

東
村
山
市
の
入
札
は
公
正
な
の
か
？

お困りごとやご相談がある方は
下記までご連絡ください。
TEL＆FAX
042-393-2663
（留守番電話が対応しますので、連
絡先のメッセージをいただければ
折り返しのご連絡をいたします。
9:00〜20:00でお願いします）

メールアドレス
asaki@sunny.ocn.ne.jp

お困りごと
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東
村
山
市
民
新
聞
も
発
行
か
ら
第

２
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
１
９
９
５
年
９

月
に
、
母
で
あ
り
市
議
会
議
員
で
あ
っ
た
朝

木
明
代
が
何
者
か
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
を

報
じ
た
の
は
第
68
号
で
し
た
。

　

当
時
、母
は
創
価
学
会
の
脱
会
者
の
支
援

を
し
、政
治
や
行
政
と
創
価
学
会
の
癒
着
を

厳
し
く
批
判
す
る
活
動
も
し
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、殺
害
さ
れ
た
の
は
、高

知
で
開
催
さ
れ
る
「
宗
教
法
人
法
と
政

治
を
考
え
る
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
出
席
す
る
た
め

に
出
か
け
る
前
日
で
し
た
。

　

こ
の
事
件
は
、
当
時
テ
レ
ビ
や
新

聞
、週
刊
誌
な
ど
で
報
道
さ
れ
、ま
た
、

創
価
学
会
批
判
活
動
を
し
て
い
た
母

の
事
件
を
担
当
し
た
検
事
が
創
価
学

会
信
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
司
法
解
剖
を
し
な
が

ら
そ
の
鑑
定
書
が
作
成
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
、
警
察
は
「
自
殺
」
と
発

表
し
た
が
、
実
は
母
の
遺
体
に
は
他
殺
の
証

拠
で
あ
る
「
争
っ
た
跡
」
が
残
っ
て
い
た
こ

と
、
な
ど
の
驚
く
べ
き
事
実
が
裁
判
の
中
で

次
々
に
判
明
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
実

は
自
公
連
立
政
権
発
足
後
に
は
報
道
さ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
私
と
故
矢
野
穂
積
氏
、
そ

し
て
市
民
有
志
で
、
何
と
か
こ
の
市
民
新
聞

で
真
実
を
伝
え
る
べ
く
必
死
に
発
行
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
新
聞
の
配
布
中
に
尾
行
さ

れ
る
、取
り
囲
ま
れ
る
、嫌
が
ら
せ
電
話
、な

ど
は
日
常
茶
飯
事
、「
地
獄
に
落
ち
る
ぞ
」

と
公
明
党
の
議
員
に
恫
喝
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

母
の
殺
害
事
件
か
ら
27
年
、
私
は
、「
政

教
分
離
」「
カ
ル
ト
教
団
撲
滅
」
を
大
き
な

柱
に
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
７
月
８
日
に
、
カ
ル
ト
教
団「
旧
統

一
教
会
」
の
被
害
者
が
、
広
告
塔
を
し

て
い
た
安
倍
元
総
理
を
銃
殺
す
る
と
い

う
、
大
変
衝
撃
的
な
事
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
の
第
4
次
安
倍
第

二
次
改
造
内
閣
で
は
、
閣
僚
20
人
の
う

ち
10
人
が
旧
統
一
教
会
の
関
連
議
員
で

あ
っ
た
事
実
を
見
て
も
、
安
倍
政
権
と

旧
統
一
教
会
の
癒
着
が
今
回
の
事
件
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
政
教
分
離
」

や
「
カ
ル
ト
教
団
と
政
界
の
癒
着
」
を

議
論
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
安
倍
元
総
理
の

殺
害
が
衝
撃
的
だ
っ
た
こ
と
が
政
治
利
用

さ
れ
、
興
奮
状
態
の
国
民
を
扇
動
し
て
安
倍

元
総
理
を
神
格
化
し
、「
国
葬
」
を
行
う
こ

と
で
、
安
倍
元
総
理
の
数
々
の
疑
惑
も
帳
消

し
に
し
、そ
の
先
に
は「
憲
法
九
条
改
正
」へ

の
レ
ー
ル
が
引
か
れ
て

い
る
こ
と
に
、
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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安
倍
晋
三
元
首
相
の
射
殺
事

件
を
契
機
に
、
日
本
に
お
け
る
政

治
と
宗
教
の
関
係
に
あ
ら
た
め

て
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　

事
件
発
生
当
初
は
政
治
的
テ

ロ
と
の
見
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、

山
上
徹
也
容
疑
者
の
警
察
に
対

す
る
供
述
に
よ
っ
て
、
襲
撃
の
動

機
が
旧
統
一
教
会
（
現
・
世
界
平
和
統
一

家
庭
連
合
）
へ
の
強
い
恨
み
だ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
、
宗
教
団
体
と
政

党
・
政
治
家
の
関
係
に
俄
か
に
注
目
が
集

ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　

霊
感
商
法
や
合
同
結
婚
式
そ
し
て
巨

額
献
金
な
ど
で
深
刻
な
被
害
を
出
し
て

き
た
旧
統
一
教
会
。
宗
教
団
体
に
限
ら
ず

社
会
に
害
悪
を
及
ぼ
す
反
社
会
的
カ
ル

ト
（
全
体
主
義
集
団
）
に
厳
し
い
姿
勢
を

取
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
１
９
９
５
年
と
99

年
の
国
会
報
告
で
、
旧
統
一
教
会
は
、
創

価
学
会
と
共
に
反
社
会
的
カ
ル
ト
と
し

て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
、
欧
米
で

は
厳
し
い
批
判
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
、
約
30
年
前
に
歌

手
の
桜
田
淳
子
ら
が
参
加
し
た
合
同
結

婚
式
と
、
そ
れ
に
関
連
す
る
霊
感
商
法
被

害
こ
そ
、
大
手
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
・
新

聞
）
は
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
報
道
は
一
過
性
に
過
ぎ
ず
、

以
後
は
旧
統
一
教
会
と
政
党
・
政
治
家
と

の
関
係
に
は
無
視
黙
殺
を
決
め
込
ん
で

き
ま
し
た
。

今
回
の
安
倍
射
殺
事
件
で
も
、
容
疑
者
が

動
機
と
し
て
旧
統
一
教
会
に
対
す
る
強
い

恨
み
を
供
述
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
の
テ
レ
ビ
・
新
聞
は
旧
統
一
教

会
が
会
見
を
開
く
ま
で
、「
特
定
の
宗
教

団
体
」
と
名
称
を
伏
せ
、
安
倍
元
首
相
と

旧
統
一
教
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、「
逆

恨
み
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
論
点
を
ず
ら

し
、
安
倍
元
首
相
や
自
民
党
と
旧
統
一
教

会
の
関
係
を
曖
昧
に
し
、
稀
薄
化
す
る
か

の
よ
う
な
報
道
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
『
フ
ィ
ガ

ロ
』
紙
は
事
件
発
生
直
後
か
ら
、
動
機
は

「
旧
統
一
教
会
へ
の
怨
み
」
と
速
報
。
ま
た

イ
ギ
リ
ス
の
経
済
誌
『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

タ
イ
ム
ス
』
に
い
た
っ
て
は
、
安
倍
元
首

相
や
自
民
党
と
旧
統
一
教
会
の
関
係
は

「
祖
父
・
岸
信
介
の
時
代
か
ら
、日
本
の
支

配
者
層
と
メ
デ
ィ
ア
が
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
て
き
た
公
然
の
秘
密
」
だ
っ
た
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
元
首
相
自
身
も
、
旧
統
一
教
会
や

関
連
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
や
合
同
結
婚
式

に
祝
電
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
お
り
、

旧
統
一
教
会
系
の
メ
デ
ィ
ア
の
表
紙
を

飾
っ
た
こ
と
も
一
度
や
二
度
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
昨
年
９
月
に
は
、
旧
統
一

教
会
と
事
実
上
一
体
の
天
宙
平
和
連
合

（
Ｕ
Ｐ
Ｆ
）
の
会
合
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
、
旧
統
一
教
会
総
裁
の
韓
鶴
子

（
文
鮮
明
未
亡
人
）を
礼
賛
、こ
れ
が
今
回

の
事
件
の
引
き
金
に
な
っ
た
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
元
首
相
ば
か
り
で
は
な
く
、
安
倍

氏
の
側
近
な
ど
と
い
わ
れ
る
自
民
党
国

会
議
員
も
、
旧
統
一
教
会
と
の
関
係
が
深

く
、
ま
さ
に
安
倍
元
首
相
や
自
民
党
と
旧

統
一
教
会
の
関
係
は
、『
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ

ル
タ
イ
ム
ス
』
が
言
う
よ
う
に
「
日
本
の

支
配
者
層
と
メ
デ
ィ
ア
が
見
て
見
ぬ
ふ

り
を
し
て
き
た
公
然
の
秘
密
」
な
の
で

す
。

　

自
公
政
権
は
公
明
党
＝
創
価
学
会
を

政
権
基
盤
と
し
て
い
ま
す
が
、
同
時
に

旧
統
一
教
会
や
右
翼
系
の
宗
教
団
体
に

も
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
「
公
然
の
秘

密
」
に
光
を
あ
て
、
こ
れ
を
是
正
す
る
こ

と
が
、
日
本
の
議
会
制
民
主
主
義
を
守

り
、
国
政
・
地
方
政
治
の
健
全
化
を
図
る

上
で
極
め
て
重
要
で
す
。

　

い
ま
岸
田
自
公
政
権
は
、
国
民
世
論
に

強
い
批
判
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
安

倍
元
首
相
の
「
国
葬
」
を
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
法
的
根
拠
も
曖
昧
な
「
国

葬
」
を
強
行
し
、
安
倍
元
首
相
の
権
威
化

を
図
る
こ
と
で
、
安
倍
政
治
の
負
の
遺

産
を
文
字
通
り
闇
に
葬
る
算
段
な
の
で

し
ょ
う
が
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

む
し
ろ
不
幸
な
事
件
を
契
機
に
、
政
治

と
宗
教
の
悪
し
き
も
た
れ
合
い
に
終
止

符
を
打
つ
こ
と
が
、
本
当
の
意
味
で
安
倍

元
首
相
の
追
悼
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

安
倍
元
首
相
射
殺
事
件

安
倍
元
首
相
射
殺
事
件
が
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

が
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

宗
教
と
政
治
の
闇

宗
教
と
政
治
の
闇

編
集
長
　
五
味
安
利

▶︎私は議員報酬のお手盛り値
上げに反対し、任期中のお手
盛り値上げ分および市職員よ
り多いボーナス減額提案分は
受け取り拒否しています。

2022年6月時点での
議員報酬返上額

5,918,910円

「政教分離」の実現を！

祖
父
・
岸
信
介
元
首
相
か
ら
続
く

「
公
然
の
秘
密
」

政
治
と
宗
教
の
も
た
れ
合
い
に

終
止
符
を

朝木直子

VOICE


